
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

水鳥　優里(みずとり　ゆうり)

ブラム＝ストーカー
バロール

高校生

15歳

渇望

天涯孤独

吸血

平凡

男性

34

友人《対象》：敷島あやめ
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3
3
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1
0
0
0

0
0
0
0

2
3
3
1

27
9
9
14
28

4 2
1 1

噂話 1

紅赫の血剣(赫き剣+破壊の血) 白兵
　　
　　

2r+4
0

3 16 HPを6点消費し、以下のデータを武器を装備する。「種別：白兵　技能：〈白兵〉　命中：0　攻撃力：+[赫き剣で消費したHP]+12　ガード値：3　射程：至近」

0 0

綾瀬　真花
敷島あやめ

日常

恋慕
友情
庇護

不安
劣等感
恐怖

ペンダント(思い出の一品)

2

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：ブラム・ストーカー

赫き剣

時間凍結

破壊の血

斥力跳躍

鮮血の一撃

ブラッドリーディング

かぐわしき鮮血
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オート

気絶時

メジャーアクション

マイナーアクション

イニシアチムプロセス

マイナーアクション

マイナーアクション

メジャーアクション

メジャータイミング

メジャーアクション

視界

-

ー

至近

至近

至近

至近

武器

至近

至近

シーン

自身

ー

自身

自身

自身

自身

ー

単体

自身

自動

自動

ー

自動成功

自動成功

自動成功

自動成功

対決

自動成功

自動成功
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ー
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非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

組み合わせた判定のクリティカル値を-Lvする(下限値7)。

使用時に[Lv×2]以下の任意のHPを消費する。そのシーンの間、あなたは以下のデータの武器を作成し、装備する。「種別：白兵　技能：〈白兵〉　命中：0　攻撃力：+[消費したHP]+2　ガード値：3　射程：至近」

あなたはイニシアチブプロセスでメインプロセスを行なえる。また、このメインプロセスは行動済みにならない。ただし、このメインプロセスの後あなたはHPを20点失う。このエフェクトは1シナリオ1回まで使用できる。このエフェクトは他のエフェクトと組み合わせて使用できない。

このエフェクトは《赫き剣》と組み合わせて使用する。《赫き剣》で作成する武器の攻撃力に+[Lv×2]、ガード値に+3する。このエフェクトを使用すると、あなたはHP2点消費する。

飛行状態で戦闘移動を行う。その際、移動距離を+[Lv×5]mする。

このエフェクトを組み合わせた白兵攻撃のダイスを+[Lv+1]個する。ただし、このエフェクトを使用し、たメインプロセス終了時に、あなたはHPを2点失う。

血や体液(涙など)から、その主の情報を読み取るエフェクト。性別、年齢、その時抱いていた感情などを看破することができる。

あなたは血の香りをかぎ分けることで、特定の個人や集団を探し出すことができる。

両親が居らず孤児院で育ってきた15歳の少年。
高校の中だと庇護者の居ない身はやはり何処か浮いた存在であり、将来的に選べる選択肢も限られちょっと後ろ向き。
性格は優しい故に傷つきやすいタイプで押しの強い相手が苦手。内に秘める思いは誰よりも強い。

戦闘時は生み出された鮮血の剣を扱って戦う。
ブラム・ストーカーとしてまだ力の扱いに慣れておらず、血を使いすぎる事が多い。バロールとしての力は時停めに特化しており、強力だがとても不安定な力。
戦い方は薄氷を踏む様な自分を顧みない能力の使い方をし、力に振り回されている。
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